




















































































子 1)、狩野　佳子 2)、野上美由紀 2)、池田　理香 2)、





























HA)とポリ-L-乳酸 (PLLA)の複合体（商品名Super FIXSORB MX）
を当科では外反母趾の骨固定材料として用いているため、その症例
を供覧して報告する。
【方法】
　外反母趾で痛みを訴える患者の中で保存的治療で痛みの軽減が
得られない9例12足に対して手術を施行した。手術は、中足骨頸部
骨切り術の代表的方法であるMitchell 法を施行した。骨固定にキル
シュナー鋼線１本とSuper FIXSORB MX（４穴のミニプレートと
ミニスクリュー）を用いた。術後に1週間のギプスシーネ固定を行い、
その後は踵を中心とした部分荷重歩行を許可した。キルシュナー鋼
線は、術後3週で抜去し、術後５週で足底全体による全荷重とした。
【結果】
　全例で良好な骨癒合が得られた。HV角は、術前平均31.9度が術後
平均13.9度に改善した。またM1M2角は、術前平均16.4度が術後平均
8.4度に改善した。術後の創部周囲の知覚異常、自発痛、歩行時痛な
どはなく、Glynnの判定基準では、10足でexellent 、2足でgoodの判
定となり全例でほぼ満足する結果となった。
【考察】
　本法は、外固定や免荷の期間を短縮できるという点、異物を残さ
ないという点で大きなメリットがある。しかし、PLLAによると思
われる遅発性炎症反応とか遅発性無腐性腫瘤の報告も散見されてお
り、異物に起因する合併症も念頭に置く必要があると考えている。
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